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Abstract In order to clarify the seasonal migratory movement of Pieris melete and P. napi japonica, a field survey 


of oviposition plants in conjunction with recapture surveys was carried out in a small watershed in Nagano Prefecture, 
central Japan, at intervals of a few days during one season. Both selected species showed seasonal selection of 


oviposition plants. 
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は じ め に 


スジ グロ シロ チョウ Pieris melete (以下 , スジ ) と ヤマ ト 
スジ グロ シロ ナチ ョ ルウ Pieris napi japonica (以下 , ヤマ ト ) ld, 
近 縁 な 別種 で あり 各地 で 混 棲 す る た め , 両 種 の 形態 や 生態 
的 な 違い ある い は 種 間 関 係 を 扱っ た 研究 は 数 多い (例え ば , 
Osaki, 1979 : 江島 , 1987 : 矢田 , 2010 な ど ). し か し , m 
成虫 の 移動 に 関す る 報告 は 少な く , また 報告 に よっ て 見 解 
が 大 きく 異な る . 


Ohsaki (1979, 1980, 1982) (X, 愛知 県 に お ける 両 種 お よび 
モン シロ チョ ウ の 混 棲 地 で 産卵 植物 の 選択 の 違い や 移動 に 
つい て マー キン グ な ど に より 調査 し . これ ら 3 種 の 産卵 植 
物 の 人 違い や 移動 分 散 を 比較 検討 し て いる . それ に よる と , 
スジ は 羽化 場所 か ら 徐 々 に 分 散 , スジ は 定住 , ヤマ ト 
ず は 強い 定住 ,. ヤマ ト 〒 は や や 分 散 と し て いる . また 小野 
(1993) は , スズ シロ ソウ の 豊富 な 小豆 島 寒 霞 渓 で 優 占 す 
る ヤマ ト の 産卵 植物 や 吸 密 植 物 を 調査 し , また 成虫 に マー 
キン グ を 行っ て いる が , この 地域 で は 定住 性 が 高い らし く 
移動 に つい て 多く 触れ られ て いな い . し か し , スジ と ヤマ 
ト の 移動 は 季節 変化 が ある と 考え られ , RAJI (1975) は 
6 一 7 月 の 栃木 県 日 光 の 高山 常に , 平地 で 羽化 し た と 考え 
られ る 両 種 夏 型 が 多数 確認 で きる と し て , 両 種 の 季節 的 移 
動 を 指摘 し て いる . また , 西海 (2000, 2001) は , 東京 都 
の 平地 で ヤマ ト を 採集 し た の を 契機 に ヤマ ト に 関す る 多 
数 の 文献 を 集約 し , 東京 都 , 栃木 県 , 富山 県 の 標高 と 採集 
記録 の 関係 を まとめ , ヤマ ト が 移動 し て いる 可能 性 を 指摘 
し , また その 移動 の 原因 を 論考 し て いる . 


以上 の よう に , これ まで の 報告 で は スジ , ヤマ ト に つい て 
季節 的 に 移動 する 性 質 の 有無 自体 , 明確 な 結論 が で て お ら 
ず , 季節 型 の 人 違い に よる 移動 性 の 変化 を 含め 両 種 の 移動 性 











の 定量 的 な 実態 解明 が 不 十 分 な まま で ある . TRI, ヤマ ト 
に つい て は スジ に 比べ て 移動 分 散 が 大 きい の か それ と も 小 
さい の か 未 解明 な まま で ある . 


そこ で 筆者 は 両 種 の 季節 的 移動 の 実態 を 把握 する こと を 目 
WEL, 両 種 の 産卵 植物 調査 と 並行 し て 多数 の 両 種 成 虫 に 
マー キン グ し , 移動 等 の 実態 調査 を 行っ た の で 報告 する . 


調査 地 


調査 地 は , 北原 (2013) の 自然 雑種 調査 地 と 同じ 場所 で あ 
る , 長野 県 伊那 市 西 箕 輪 と 南箕輪 村 に また が る 天竜 川 右 支 
流 の 小沢 川 (Fig. 1) で ある . 調査 地 は , 西 箕輪 平沢 ( 標 
795m) を 起点 人 と し て , その 上 流 3.3km の 道路 終点 N 
まで の 道路 沿い と し た . 道路 は A~N 地点 まで 小沢 川 お よ 
びそ の 支流 の 北沢 に 治っ て いる . 図 に 示し た よう に , A か 
ら N ま で を 周囲 の 環境 や 植生 の 違い に より 100~400m ご 
と に 分 け て B~M 地点 と し た . A—N 地点 の 環境 を Table 1 
に 示す . お お むね 人 為 的 な 影響 の ある 場所 は , A~C 地点 
が 農家 の 点 在 す る 農地 , D 地点 が 崩壊 地 を 山腹 緑化 し た 場 
Wr, E~G 地点 が 新しい 耕作 放棄 地 , [地点 が 古い 耕作 放 
棄 地 で 低木 が 繁茂 し た 場所 で ある . 一 方 , その 他 の HL J 
~M 地点 は 山地 斜面 が 迫る 渓谷 地帯 と な っ て いる . NJ 
点 は , 権兵衛 トン ネル 施工 後 の 空 き 地 と な っ て お り , 道路 
は ここ で 終点 と な っ て いる . N 地点 より 上 部 は 小沢 川北 沢 
の 上 流 部 で 歩道 等 は 全く な い 天 然 林 で ある . 


また , Table 1 に は A—N 地点 の アブ ラナ 科 植 物 の 分 布 状 
況 も 示す . アブ ラナ 科 植 物 は , 農地 な ど 人 為 的 な 環境 下 の 
AI 地点 で は ,. ナズナ , タネ ツケ バナ , イヌ ガラ シ , イ 
ヌナ ズ ナ が , 自然 環境 下 の 』ーN 地点 で は キバ ナハ タ ザ オ 














Fig. 1. Map 
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of the study site. 


Table 1. Habitat at Points A to N and the distribution of Cruciferae plants 















































. Elevation Distance from f . 
Point . Habitat Cruciferae plants 
(m) Point A (km) 
0 C bursa-pastoris, C. flexuosa, C. impatiens, C. 
: scutata, D. nemorosa, R. sativus (cultivated) , 
A 795 (Starting Boundary of farmland and hardwood slope MEN . . . . 
: R. indica, R. islandica, W. japonica 
point) . 
(cultivated) 
B 830 04 Farmers house in deepest, below hardwood A. glabra, A. hirsuta, C. bursa-pastoris,D. 
f slope nemorosa, R. islandica 
Branch point of stream, boundary of farmland . 
C 840 0.7 . C. bursa-pastoris, D. nemorosa 
and larch plantation slope 
D 850 0.9 Below forest conservation greening slope 
850 1.0 Narrow portion of stream and hardwood slope 
F 870 1:2 Abandoned farmland, below hardwood slope C. bursa-pastoris, D. nemorosa, R. islandica 
C. bursa-pastoris, C. flexuosa, C. scutata, D. 
G 890 1.5 Abandoned farmland ONE . . 
nemorosa, R. indica, R. islandica 
H 900 1.8 Narrow portion of stream and hardwood slope C. flexuosa, C. impatiens, C. scutata 
I 930 20 Bush in the old abandoned farmland, below C. bursa-pastoris, C. flexuosa, C. scutata, R. 
` hardwood slope indica 
J 960 2:3 Below larch plantation slope A. glabra, A. hirsuta, A. serrata, C. impatiens 
K 970 2.5 Below larch plantation slope A. hirsuta, C. bursa-pastoris, C .scutata 
L 980 2.7 Below larch plantation slope A. pendula, C. impatiens, S. luteum 
M 990 2.9 Shrubs, below hardwood slope A. pendula, C. impatiens, C. scutata, S. luteum 
3.3 A. pendula, C. flexuosa, C. scutata, R. indica, 
N 1010 Small vacant lot, below hardwood slope 


(End point) 


S. luteum 
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と ハタ ザ オ 属 が 主 に 分 布 し て いる . この ほか , オオ バタ ネ 
ツケ バナ は は 渓流 沿い の 湿地 に 分 布 し て いる . 


調査 方 法 
1) 産卵 植物 調査 


調査 は , 産卵 植物 調査 と 再 捕獲 調査 の 2 つ に 分 け て 行っ た 
産卵 植物 調査 は , この 調査 地 お よび 周辺 地域 に お いて , F 
ブラ ナ 科 植物 の 全 種 に つい て 産卵 状況 を 調べ , 卵 を 持ち 
帰っ て 飼育 し 羽化 個体 を 全て 標本 に し た . 飼育 は , 3 一 4 
齢 まで を その 産卵 植物 で 飼育 し . その 後 は ダイ コン の 葉 を 
与え た . 羽化 し た 飼育 個体 の 種 判 別 は , の に つい て は 発 香 
BORER (北原 2013) で 行い , また に つい て は 成虫 
斑紋 等 に よっ た . 


2) 再 捕獲 調査 


再 捕獲 調査 は 以下 の よう に 行っ た . まず 目撃 で きた 両 種 成 
虫 を 極力 捕獲 し , 捕獲 後 直ちに 左 後 次 裏 面 に 油性 マー カー 
で 番号 を マー キン グ し , 捕獲 地点 , 時 刻 , 種 , 性 別 , Wo 
鮮度 な ど を 野 帳 に 記録 し その 場 で 放し た . 調査 地 へ 行く た 
びに マー キン グ を 繰り 返し . また 捕獲 個体 の 中 に 以前 に 
マー キン グ さ れ た 個体 ( 再 捕獲 個体 , 再々 捕獲 個体 ) が あ 
れ ば , 再 捕獲 また は 再々 捕獲 地点 , 時 刻 , 種 , 性 別 , Wo 
鮮度 な ど を 記録 し , 再度 直ちに 放し た . な お , スジ と ヤマ 
ト と 判定 し た 中 に は 自然 雑種 が 1% 程度 含ま れ て いる 可 
能 性 が ある (北原 2013) が , 調査 地 で 即座 に 自然 雑種 を 
判別 する こと は 不可 能 な た め , スジ また は ヤマ ト の どちら 
か に 分 類 し た . 


この 調査 地 で は 両 種 と も お お むね 年 3 化し て いる の で , 
マー キン グ お よび 再 捕獲 調査 を . 第 1 調査 期間 が 2009 年 
4 月 11 日 一 3 月 26 日 (調査 間隔 1 一 6 H, 平均 3.1 日 ) で 
1 化 を 対象 と し , 第 2 調査 期間 は 6 月 12 日 一 7 月 24 日 ( 調 
査 間隔 1 一 7 日 , 平均 3.2 日 ) で 2 化 を 対象 と し , 第 3 調 
査 期間 は 8 月 22 日 一 9 月 26 日 (調査 間隔 1ー4 H, 平均 2.3 
H) で 3 化 を 対象 と し た . 


結果 と 考察 
1) 産卵 植物 調査 


Table 2 に , 本 調査 地 お よび 周辺 地域 に お ける 産卵 植物 と 
飼育 結果 を 示す . 産卵 確認 (Confirmed oviposition) と ある 
の は 母 農 を 追跡 し 産卵 を 確認 し た 場合 で ある . 産卵 が 確認 
され , その 後 飼育 羽化 きせ る こと が で きた 個体 数 は , スジ 
694 56 9, ヤマ ト 19⑦23 Chok. な お Table 2 の 
最 右 欄 に , 産卵 植物 調査 の 際 に 採卵 で きた モン シロ チョ ウ 
に つい て 記し た が , これ まで 食 草 と し て 記録 の な か っ た ミ 
ヤマ ハタ ザ オ や エゾ ハタ ザ オ に も 本 種 が 産卵 し て いる こと 
が 確認 で きた . 表 に 示し た よう に , スジ は ハタ ザ オ 属 の ハ 
クサ ン ハ タ ザ オ , ミヤ マハ タ ザ オ , イワ ハタ ザ オ の 3 草 種 
以外 の 広範 な アブ ラナ 科 に 産卵 し て いた . 特に , 耕作 地 周 
辺 や 路 億 で は 1 化 が タネ ッ ケ バナ 属 , 1 化 と 2 化 と も イヌ 
ガラ シ と スカ シタ ゴボウ , 山間 部 で は 1 化 が ハタ ザ オ と ヤ 


We 


マハ タ ザ オ , 2 化 が キバ ナハ タ ザ オ と エゾ ハタ ザ オ に 産卵 
する 場合 が 多かっ た . 一 方 の ヤマ ト は , 1 化 が ハタ ザ オ 属 
以外 に も タネ ツケ バナ , オオ バタ ネツ ケバ ナ , イヌ ガラ シ , 
イヌ ナズナ , ZEB PAIRED IC HEIN Te. こ 
の よう に , 1 化 は スジ も ヤマ ト も 春 李 に いち 早く 生育 する 
比較 的 広範 な アプ ラナ 科 植 物 を , 2 化 は スジ が キバ ナハ タ 
ザ オ や エゾ ハタ ザ オ , ヤマ ト が エゾ ハタ ザ オ 以外 の ハタ ザ 
オ 属 な ど 夏 李 に 生育 する アブ ラナ 科 植 物 を 利用 し て いた . 
この うち ヤマ ト の 産卵 植物 に つい て 北條 (2010) は , 静岡 
県 に お ける スジ と ヤマ ト の 食 草 に つい て 調査 し た 結果 , A 
ジ と ヤマ ト で は 食 草 が 大 きく 異な り い , スジ が イヌ ガラ シ , 
オオ バタ ネツ ケバ ナ . ヒロ ハコ ロンロン ソウ な ど 好 む の に 対 
L, ヤマ ト は 圧倒 的 に ハタ ザ オ 属 を 主食 草 と し て いる と 述 
べ て いる . 大 崎 (2000) も 京都 近郊 の ヤマ ト は ハク サン ハ 
タ ザ オ と スズ シロ ソウ の み 利 用 し て いる と 述べ て いる . ま 
た ヤマ ト の 個体 数 割合 が きわ め て 大 きい 小豆 島 で は , 豊富 
に 成育 する スズ シロ ソウ の み を 産卵 植物 と し て いる (小野 , 
1993). これ ら の 報告 に 対し , 本 調査 地 の ヤ マト は より 広 
範 な 植物 を 利用 し て お り 他 地域 と 異な る . この 原因 は , 地 
域 に より 好む 草 種 が 異な る こと や 草 種 自体 の 分 布 が 異な る 
こと も 考え られ る が , 調査 時 期 の 産卵 植物 の 季節 的 消長 が 
大 きく 関わ っ て いる 可能 性 が 考え られ る . すなわち , 本 調 
査 地 の 両 種 1 化 は , 山間 部 に 分 布 し 4 月 に は 未 出芽 の ハタ 
PAIR (ハタ ザ オ を 除く ) や キバ ナハ タ ザ オ に は 産卵 で き 
T, 両 種 2 化 で 初め て これ ら の 草 種 の 利用 が 可能 と な る 一 
方 , 両 種 2 化 は 夏 枯 れ す る タネ ツケ バナ 類 は 利用 で き な い 
と 考え られ る . 


な お 本 調査 地 の ヤ マト は , キバ ナハ タ ザ オ と エゾ ハタ ザ オ 
を ほとん ど 利 用 し て いな いと 考え られ る が , 長野 県 内 で エ 
ゾ ハ タ ザ オ に 産卵 し た と いう 報告 も あり (岩田 1998), 
エゾ ハタ ザ オ に つい て は 調査 不足 の 可能 性 も ある . し か し 
ヤマ ト の 個体 数 割合 が 高く 別途 調査 し て いる 赤石 山系 戸 台 
川 流域 で も キバ ナハ タ ザ オ と エゾ ハタ ザ オ か ら は スジ の み 
多数 の 卵 や 幼虫 が 採集 きれ , ヤマ ト は 全く 得 ら れ て いな い 
し た が っ て , 少な く と も 本 調査 地 の ヤ マト は , キバ ナハ タ 
ザ オ と エゾ ハタ ザ オ は 利用 し な いと 考え られ る . また , it 
化 植物 の ハル ザキ ヤマ ガラ シ に つい て は , スジ , ヤマ ト と 
も 母 蝶 が 産卵 し た の を 確認 し て いる が , 幼虫 は この 植物 で 
は 成育 で き な か っ た . これ に つい て は 長谷 川 (1975) も 同 
様 の 報告 を し て いる . 


以上 の よう に , ヤマ ト は 地域 的 に 食 草 が 分 化し て いる 可能 
性 も ある が , むし ろ 広 範 な アブ ラナ 科 を 対象 に , その 地域 
の 食 草 の 有無 と 季節 消長 に 適応 し て 利用 し て いる こと が 考 
えら れる . 今後 . ヤマ て ト が ハタ ザ オ 属 だ け と いう 限定 的 な 
食 草 し か 利用 し な いと 報告 され て いる 地域 に お いて , 1 化 
の タネ ツケ バナ 属 や イヌ ガラ シ の 利用 の 有無 を 調査 する 必 
要 が ある . 


2) 再 捕獲 調査 


Table 3 に 1~3 化 に 分 けた 捕獲 数 , すなわち マー キン グ し 
た 全 個 体 数 を 示す . 表 に 示し た よう に , 捕獲 数 は スジ 738 
$1469, ヤマ ト 214 ず 38 LT, スジ と ヤマ ト を 合わ せ 

















Table 2. Oviposition plants in the study sites and its surroundings and breeding results. 
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Scientific name Japanese name P. melete P. napi japonica P. rapae 
Arabis gemmifera ハク サン ハタ ザ オ 1 ず の 1〒 ま * 
A. glabra ハタ ザ オ 64612* 3 の 2 そま * 
A. hirsuta ヤマ ハタ ザ オ TJA Leis? * 
A. lyrata kamchatica ミヤ マハ タ ザ オ 34$4$* 18 
A. pendula エゾ ハタ ザ オ 9S 17 2017 
A. serrata イワ ハタ ザ オ 54$122* 
Confirmed Confirmed Confirmed 
Barbarea vulgaris ANTENT A D oviposition oviposition oviposition 
Capsella bursa-pastoris ナズナ 3 Ç ** * 
Cardamine appendiculata ヒロ ハコ ロンロン ソウ 2d * 1$ 
C. flexuosa タネ ツケ バナ 2d * 2 の 2〒* 
Confirmed 
C. impatiens ジャ ニン ジン oviposition* er 
C. leucantha コン ロン ソウ 3 の 6〒* * 
C. scutata オオ バタ ネツ ケバ ナ 3 の 2〒* 1 プ ま * 
Draba nemorosa イヌ ナズナ 1g 1 
Nasturtium offcinale オラ ンダ ガラ シ dnd ee 1 
oviposition* oviposition* 
Raphanus sativus ダイ コン 4 ず 3〒 ま * * 
Rorippa indica イヌ ガラ シ 19$ 15 9 * 2 1 * * 
Confirmed 
R. islandica スカ シタ ゴボウ TS39-% oviposition* 
Sisymbrium luteum キバ ナハ タ ザ オ 6$44$* 34$ * 
g Confirmed 
Wasabia japonica ワサ ビ oviposition* i 


* : Described in Fukuda et al. (1982). 
** : Described in Ejima (1987). 


*** | Result reported for eggs ; all larvae died. 


た 全 捕 獲 数 は 952 184 9 で 合計 1136 個体 で あっ た . 


同様 な 傾向 を 示し て いた . すなわち , 1 化 で は 時 地 の 捕 獲 


〒 を 合わ せ た 全 捕獲 数 に 対す る の 割合 は 84 % に 及 ん だ . 


化 別 に みた 全 個 体 数 (すなわち , スジ の ず と ヤマ ト ア の 合計 ) 
に 対す る スジ 個体 数 は , 1 化 が 67.8 %, 216523 84.0 %, 3 
化 が 80.0% T, 1 化 で は スジ の 占め る 割合 が 10 % 以 上 低 
か っ た . この 傾向 は ずみ と ys で 差 が な か っ た . 北原 (2013) は , 
前 年 の 2008 年 に 本 調査 地 で スジ と ヤマ ト を ラン ダム に 採 
集 し た が , それ に よる と 全 個 体 数 に 対す る スジ 個体 数 
の 割合 は , 1 化 が 71.9 %, 2 化 と 3 化 を 合わ せ て 78.9% で 
あり , 2009 年 と 同様 の 割合 に な っ て いる . スジ の 1 化 の 
割合 が 2 化 以降 と 比べ て 少な い 原 因 は , スジ と ヤマ ト の 越 
冬 地 の 違い や 越冬 中 の 死亡 率 の 違い な ど が 考え られ る が 不 
明 で ある . 

Fig. 2 に A~N の 各地 点 の 捕獲 数 の うち , A~C 地点 (以下 , 


里 地 ) と L~N 地点 (以下 , 山地 ) に 分 けた 場合 の 全 捕 獲 
数 に 占め る 割合 を 示す . 図示 の よう に , スジ , ヤマ ト と も 





割合 が 高い の に 対し , 山地 で は ほとん ど 捕 獲 さ れ て いな い . 
と ころ が , 2 化 に な る と 不明 瞭 な が ら , 里 地 で は スジ , ヤ 
マト と も に 発生 初期 の 6 月 中 旬 以 降 7 月 中 旬 に か け て 徐々 
に 減少 する 一 方 , 山地 は 徐々 に 増加 し て いる . 3 化 で は 逆 
に スジ , ヤマ ト と も に 山地 で は 減少 し , 里 地 で は 増加 する . 
特に , AY, ヤマ ト と も に 9 月 9 日 に 大 きく 逆転 し , 以降 
は 里 地 の 個体 数 割合 が 急増 し た . 


この 9 月 10 日 前 後に 山地 の 個体 数 割合 が 減少 し 低 標高 地 
の それ が 増加 する 傾向 は , 本 調査 年 で ある 2009 年 だ け で 
な く , 前 後 の 年 の 2008 年 と 2010 年 に も 定性 的 に 確認 し て 
WS. すなわち , 2008 年 で は , 8 A 31 日 に N 地 点 で 30 頭 
以上 の スジ を 確認 し た が , 9 月 12 日 N 地 点 で スジ 4 1 
2 ヤマ ト 3 ず 2 その 確認 に と どまり , また 9 月 14 日 に 
は AN の 各地 点 で , 上 流 か ら 下 流 に 向かっ て 多数 の スジ 
と ヤマ ト が 移動 する の を 目撃 し て いる . 9 月 23 日 に は N 
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北原 曜 


Table 3. Number of captured P. melete and P. napi japonica individuals. 








P. melete P. napi japonica 
Generation 
Male Female Male Female 
Ist 185 (67.8) 10 (71.4) 88 (32.2) 4 (28.6) 
2nd 205 (84.0) 69 (77.5) 39 (16.0) 20 (22.5) 
3rd 348 (80.0) 67 (82.7) 87 (20.0) 14 (17.3) 
Total 738 (77.5) 146 (79.3) 214 (22.5) 38 (20.7) 








Number in parentheses indicates percentage of individuals of each species to the total. 
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Fig. 2. Proportion of individuals of each species in each habitat type. 
a@—: P. melete, farmland (A-C), 
b @—: P. napi japonica, farmland (A-C), 
c@- — 0: P. melete, mountains (L-N), 
de ---*: P. napi japonica, mountains (L-N). 
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地点 の スジ と ヤマ ト は 激減 し 2 頭 だ けし か 目撃 され な く な 
り , A 地 点 の スジ と ヤマ ト が 激増 し て いた . 一 方 , 伊那 市 
街 地 (標高 640 m, A 地点 か ら 東 南東 方 向 へ 6.0 km) 付近 
で は スジ が それ まで は 散発 的 な 個体 数 で あっ た が , 9 月 10 
~13 日 に 新鮮 な スジ の が 急増 し た . また , 2010 年 で は , 9 
月 19 日 に A~C 地点 で スジ と ヤマ ト が 30 頭 以上 目撃 され 
た の に 対し , LN 地点 で スジ 2 IS, ヤマ ト 0 個体 し 
か 確認 きれ な か っ た . 9 月 25 日 に は A 地点 で 両 種 と も 多 
数 , N 地点 で スジ が 1 1 その み の ご く 少 数 が 確認 まれ た 
だ け で あっ た . この 年 も 9 月 中 旬 以 降 , 伊那 市 街 地 で スジ 
が 激増 し た . 


上 記 調 査 地 か ら ほ ぼ 真 東 へ 18km 離 れ た 赤石 山脈 長谷 黒川 
流域 (標高 1000 m の 戸 台 一 標高 1330 m の 東谷 合流 点 ) お 
OTE, 定量 的 な 調査 は 行っ て いな い が 同 様 な 傾向 が 認め 
られ た . すなわち , 2008 年 9 月 11 日 に 東谷 合流 点 で スジ 
1 そそ , ヤマ ト 27 ず 5 そ を 確認 し た が , 9 月 13 日 に は スジ 
ヤマ ト 合 わせ て 3 頭 し か 確認 で き な か っ た . 一 方 , 戸 台 で 
は スジ が 急増 し て いた . また , 2010478 A 15 日 に は , X 
谷合 流 点 で スジ , ヤマ ト と も に 多数 目撃 され た が , 9 月 18 
日 に は スジ , ヤマ ト と も に ご く 少 な く , 逆 に 戸 台 で 急増 し 
て いた . 


以上 の 事例 と Fig. 22^ 5, 本 調査 地 に お ける 秋期 の 移動 は , 
2008 年 で は 9 H 12 日 前 後 , 2009 年 で は 8 月 末 頃 か ら 徐 々 
に 開始 され 9 月 10 日 頃 に 急激 に , 2010 年 で は 9 月 10 日 
頃 の 観測 記録 は な い が 9 月 18 日 以前 に 発生 し て いる と 考 
えら れ た . また , 本 調査 地 の あ る 木曽 山系 と 伊那 谷 を 挟ん 
で 反対 側 の 赤石 山系 と で ほぼ 同時 に 秋期 移動 が 起き て い 
る . すなわち , 長野 県 上 伊那 地域 に お いて は , 山地 か ら 低 
票 高 地 に 向かう 秋期 の 移動 は AT, ヤマ ト と も に 毎年 発 
生 し 8 月 末 頃 か ら 始 まり 9 月 10 日 前 後に ピー ク と な る と 
考え られ る . 真 に 各個 体 が 移動 し て いる の か , 移動 距離 は 
どれ くら いな の か な どの 定量 的 な 調査 結果 に つい て は , 次 
項 で 述べ る . 


Table 4 に , 再 捕獲 数 と 再 捕獲 率 を 示す . スジ と ヤマ ト を 
合わ せ た 再 捕獲 数 は 199 24 9c, 合計 223 個体 が 再 捕 
獲 さ れ た . な お , 再 捕 獲 個 体 の 中 に は , 当日 また は 翌日 再 
捕獲 され た 個体 は 含ま れ て いな い . 表 に 示さ れ た よう に , 
スジ と ヤマ ト を 合わ せ た 再 捕獲 率 は 19.6% で 比較 的 高い 
が , スジ と ヤマ ト で 分 け て 見 る と , スジ ず が 1 化 と 3 化 が 











23% 程度 で 2 化 が や や 低い 18.5%,. スジ キ が 1 化 と 3 化 
が スジ の 半分 以下 の 10% 程 度 で あっ た が スジ 和 ャ 2 化 は 
スジ と 差 が な か っ た . 一 方 , ヤマ マト は 再 捕獲 率 が スジ に 
比べ て 全般 に や や 低い 傾向 が あり , 特に ヤマ ト ダ 2 化 は 
7.7% と 低かっ た . 以上 を まとめ る と , AY, ヤマ ト と も 
に 再 捕獲 率 は 同様 の 傾向 が あり , 両 種 と も 2 化 は 1, 3 化 
に 比べ て 再 捕獲 率 が 低い . この 原因 と し て , 両 種 と も 2 化 
が 調査 地 の 範囲 より 高 標高 地 な ど へ 移動 し た 可能 性 が ある . 


Fig. 3 に 再 捕獲 し た 各個 体 の 捕獲 場所 (黒丸 ) と 再 捕獲 場 
所 (矢印 ) を 示す . 折れ 線 や 途中 に 矢印 が ある 場合 は , 再々 
捕獲 , 再々 々 捕獲 し た 場合 で ある . まず 1 化 を 見 る と , v 
マト は 不明 瞭 だ が スジ の は A 地 点 か ら 上 部 に 向かっ て 移動 
する 傾向 が あり , 2 化 に つい て も スジ は 上 部 に 向かっ て 
移動 し て いる が , 〒 は 移動 が 少な い . これ に 対し 3 化 に つ 
いて は , スジ の は 里 地 で ある A 地 点 に 向かっ て 多数 の 個 
体 が N 地 点 な どの 山地 か ら 移 動 し て いる . N 地 点 か ら A 
地点 まで は 3.3 km な の で , 個体 に よっ て は さら に 移動 し て 
いる こと が 推定 され る . ヤマ ト は 1, 2, 3 化 と も 不明 瞭 で 
移動 が 少な いよ うに 見 える が , Fig. 2 の 里 地 と 山地 の 個体 
数 割合 の 変化 に 示し た よう に , ヤマ ト も スジ ほど で は な い 
が 同様 な 移動 を し て いる も の と 考え られ る . た だ し , Fig. 
3 の ヤマ ト 1 化 ず で は , Eib A~C 地点 な ど 低 標高 に 向 か 
う 個体 も 多い . この 原因 は 不明 で ある が , ヤマ ト 1 化 ず は 
〒 キ を 求め て 上 下流 へ 行き 来 し て いる 可能 性 も あり , 今後 も 
う 少 し 例 数 を 増やす 必要 が ある . 


Table 5 に 成虫 の 1 日 あたり の 移動 速度 (kmday) ERT. 
再 捕獲 ある い は 再々 捕獲 され た 個体 の 移動 速度 は , 最速 の 
値 を 用 いた . 表 に 示さ れ た よう に , スジ ダ の 場合 , 1 化 は 
上 流 側 へ , 2 化 は ほぼ 移動 な し , 3 化 は 下流 側 へ 移動 し て 
いる . 平均 移動 速度 は 3 化 が 最大 で , 1, 2 化 と 比べ 急速 
に 下流 に 向かっ て いる . スジ に つい て は , 再 捕獲 数 が 少 
な い の で 明確 で は な い が , スジ に 比べ 移動 速度 が 小さ い 
と 考え られ る . ヤマ ト に つい て は 再 捕獲 数 が 少な い の で 明 
確 な 結果 は 得 ら れ な か っ た . 1 日 あたり の 移動 距離 の 最大 
に つい て は , スジ ダグ の 700m 程度 で あっ た . 


3) 季節 的 移動 


チョ ウ の 季節 的 な 長 距 離 移動 に つい て は , 中 筋 ・ 石 井 (1983, 
1988), 中 筋 (1988) が イチ モン ジ セ セリ 約 1 万 個体 に マー 


Table 4. Number of recaptured P. melete and P. napi japonica individuals. 








P. melete P. napi japonica 
Generation 
Male Female Male Female 
Ist 42 (22.7) 1 (10.0) 18 (20.4) 0 
2nd 38 (18.5) 13 (18.8) 3 (7.7) 2 (10.0) 
3rd 82 (23.6) 6 ( 9.0) 16 (18.4) 2 (14.3) 
Total 162 (22.0) 20 (13.7) 37 (17.3) 4 (10.5) 








Number in parentheses indicates percentage of recaptured individuals of each category to the total. 
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Fig. 3. Capture and recapture data for P. melete and P. napi 
japonica. 
Dot indicates initial capture and arrow indicates 


recapture location. 


* Numbers next to dots indicate number of individuals 
captured. 
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Table 5. Number of individuals recaptured daily shown by distance traveled. 


First generation 


Second generation 


Third generation 

















Distance from P. napi P. napi P. napi 
f . P. melete . . P. melete . . P. melete . . 
starting point Japonica Japonica japonica 
Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female Male Female 

-0.5km/day — 1 1 1 3 1 
-0.4~-0.499 1 1 3 
-0.3~-0.399 1 1 
-0.2~-0.299 2 1 6 1 
-0.1~-0.199 3 1 1 5 
-0.01~-0.099 3 1 4 3 8 2 
0 13 6 24 10 2 2 47 5 10 1 
0.01~0.099 9 2 4 1 1 1 
0.1~0.199 5 1 3 3 7 1 
0.2~0.299 4 
0.3~0.399 1 1 1 
0.4~0.499 
0.5~ 1 1 
Total number of 
individuels 42 1 18 38 13 3 2 82 6 16 2 
Mean moving 
distance per day 40.0251 一 -0.0400 一 +0.0227 -0.0094 = = -0.0494 +0.0083 -0.0203 = 


(km/day) 


*Negative values indicate recapture point is in the opposite direction of A > N. 


キン グ し , その 長 距 離 移動 の 実態 と メカ ニズム を 調べ て い 
D. それ に よる と , 移動 は 羽化 当日 の 短 日 型 成虫 の み が 行 
い 約 100 km 移動 する こと , その 後 は 分 散 す る こと な ど を 
解明 し て いる . また 石井 (2000) は 最近 の 知見 も 含め て , 
イチ モン ジ セ セリ の 長 距 離 移動 は 冬期 の 幼虫 の 食 草 確保 の 
た め と 推定 し て いる が , 長 日 型 成虫 も 長 距離 移動 し て いる 
可能 性 を 指摘 し て いる . また , 多数 の マー キン グ 調 査 に よ 
り ア サギ マダ ラ が 秋季 に 1000 km を 超す 移動 を 行っ て い 
る こと が 実証 され て いる . これ も 越冬 の た め の 食 草 確保 と 
考え られ る . これ に 対し , 季節 的 な 短 距 離 移動 に つい て は , 
大 型 ヒ ヨウ モン 類 や クジ ャ クチ ョ ウ な ど 多 く の 種 で 推定 さ 
れ て いる が , マー キン グ な ど で 実 態 が 解明 され て いる わけ 
で は な い . 本 報告 の スジ , ヤマ ト の 場合 , Fig.2, 3 に 示 
され た よう に 移動 方 向 は イチ モン ジ セ セリ と 似 た 傾向 が あ 
0, 1 化 ま た は 2 化 は より 冷涼 な 高 標高 地 へ , 3 化 は より 
温暖 な 低 標高 地 へ 移動 し て いる と 考え られ る . すなわち, 
水平 距離 と 垂直 距離 と いう 違い は ある が , イチ モン ジ セ セ 
リ と 同様 , 化 性 に より 移動 方 向 が 異な る . LOL, スジ の 
移動 距離 は , 本 報告 で 推定 され る よう に , 10 km 程度 以下 
で ある と 推定 され , イチ モン ジ セ セリ の 移動 距離 と は 大 き 
く 異な る . 移動 速度 に つい て も 明確 で は な い が , 移動 が 顕 








著 な 3 化 が 最大 で も 700 m/day 程度 で あり , 著しく 移動 速 
度 が 大 きい わけ で は な く , 徐々 に 移動 する 場合 が 多い と 考 
えら れる . また 移動 時 期 で も 定着 し て いる 個体 が お り , そ 
の よう な 個体 の 移動 は ほとん ど な く , 10 日 以上 も 同一 場 
所 か ら 離 れ な い 場 合 が ある . 


移動 する 原因 つい て は , 産卵 植物 調査 の 結果 で も 述べ た よ 
うに , アブ ラナ 科 植 物 の 季節 変化 が 大 きい と 推定 され る . 
すなわち , 本 調査 地 に お いて は , スジ , ヤマ ト と も に 1 化 
は 広範 な アブ ラナ 科 を 食 草 と し て いる が , 1 化 が 産卵 する 
春季 に は , 山地 に 生育 する ハタ ザ オ 属 は 新芽 を 出し て いな 
いた め 利 用 で き な い . 一 方 , 2 化 が 産卵 する 夏季 に は タネ 
ツケ バナ 属 な ど は 枯れ 始め て お り , 里 地 で は 食 草 に 利用 で 
きる アブ ラナ 科 は イヌ ガラ シ な ど 少 数 に な る . これ ら の こ 
と か ら , 両 種 は 利用 可能 な 食 草 を 求め て 里 地 と 山地 を 季節 
的 移動 し て いる と 推定 され る . 


お わり に 

再 捕獲 調査 に より , 少な く と も スジ は 確実 に 季節 的 移動 を 
行っ て いる こと が 明らか に な っ た . ヤマ ト に つい て も 季節 
的 移動 を 行っ て いる 可能 性 が 高い が , デー タ 数 が 少な く 明 
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確 な 結論 は 得 ら れ な か っ た . Pieris 属 は 海外 に お いて も オ 
オモ ン シ ロ チョ ウ な ど 季 人 節 的 移動 が 著名 で あり , アブ ラナ 
科 植 物 の 生活 環 と も 密接 に 関係 し て いる と 考え られ て い 
る . 今後 , 特に ヤマ ト に つい て ., 調査 方 法 の 改善 を 行い 具 
体 的 な 移動 距離 を 明らか に する 必要 が ある . 


末尾 な が ら , WAR EI, 西海 正彦 氏 に は ご 自身 の 貴重 
な 文献 を お 送り いた だ いた . 深く 感謝 申し 上 げ る . 
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Summary 


The migratory movement patterns and determining factors of 
those patterns in the genus Pieris remain largely unknown. In 
order to clarify the seasonal migratory movement of Pieris 
melete and P. napi japonica, a field survey of oviposition plants 
in conjunction with recapture surveys was carried out in a small 
watershed in Nagano Prefecture, central Japan, at intervals of a 
few days during one season. Both selected species showed 
seasonal selection of oviposition plants. The first generations of 
both species oviposited widely on Cruciferae plants which 
flourish in the spring, but the second generation of P. melete 
oviposited on Cruciferae plants mainly in the genera Sisymbrium 
and Arabis, which flourish in the summer, and P. napi japonica 
mostly oviposited strictly on plants in the genus Arabis. In the 
recapture surveys, P. melete clearly showed a seasonal migratory 
pattern with the greatest traveling speed of about 700 m per day, 
but no clear pattern was observed for the movement of P. napi 
japonica, The cause of the movement was thought to be due to 
seasonal changes in the food plants of P. melete. 
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